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アルフアルファー燕麦作と雑草との関係

高橋直秀・高崎康夫・青木 宏

I.緒言

牧草類の播種にあたり，いわゆる同伴作物とし

て麦類を用いる場合が多いが，その利点とすると

ころは土地利用，雑草制禦，土壌侵触の防止，凍

害防止，土壌クラストの破壊等である。とくに北

海道においては土地利用と雑草制禦がその主たる

目的であると考えられるが，麦類が光，水分，土

壌養分に対する競合という点で雑草を制禦するよ

うな条件が生態的に構成されるならば，牧草類に

おいても同様の競合条件下にあることとなり，同

伴作物を用いたために牧草のスタンド確立を不安

定にする場合のあることを充分考慮する必要がる

ろう。

本試験はp 牧草，麦類，雑草の三者における相互

の様相を解明することを目的としたものである。

II. 材料及び方法

1. 供試材料

アルフアルァ (Dupuits)

燕表 (Victory)

2. 試験区

試験区は下に示す5区， 1区面積 200m2. 

A アノレフアノレファ単播区 アルフアノレフ 7 1.5 kg/10 a 17.5 cmドリノレ播

AOW I アノレフアノレ 77ー燕麦混播区工 アノレブアルファ1.5kg/lO a 17.5 cmドリノレ播
燕麦 5.4 &/10 a 35.0 cmトリノレ播

AON I アノレフアノレ 77ー燕麦混搭区E アノレフアノレ 7 7 1.5 kg/10 a 17.5 cmドリノレ播

OW  燕麦単播区 I

ON 燕麦単播区江

3. 耕種概要

前年度秋耕地(前年度キャベツ跡地， 1963年 11

月14日秋耕)をディスク・ハロー 1回掛け後，炭

酸カルシウム 400kg/10 aを全面散布し，ディス

ク・ハローで撹持後，草地用尿素化成萱科基肥

40 kg/lO aを全面散布しp ディスク・ハローで揖

持し整地を兼ねた。

播種期は4月21日，グレイン・ドリルを用い，

アルフアルフアと燕麦を同時に播種した。アルフ

アルファ種子は燕麦の条聞に散播に近い状態で落

下させた。燕麦の条には 18kg/10 aの過隣酸石灰

を施用し，播種後カルチパッカーで鎮圧した。

4. 調査項目

1) 草体

燕麦1O.S&/lOa17.5cm ドリノレ播

燕麦 5目4&/10 a 35.0 cmドトノレ播

燕麦10.8&/10 a 17.5 cmドリノレ播

播種後約40日の 5月29日より約2週間間隔で

0.5 m2 (100 cm X 50 cm)を3反復で地際から刈取

り，アルフアルファ，燕麦については個体数，草

丈，茎数，乾物重を，雑草については種類，個体

数，草丈，乾物重を調査した。また最終調査日の

8月19日にはアルフアルファについては主茎の

直径，直根の直径，燕麦については子実収量の調

査を行なった。

2) 照度

東芝5号照度計を用い，地際における照度を測

定した。測定は光斑のできぬようなるべく曇天の

日を選び6月9日 6月20日 6月24日 7月

13日 7月27日の 5回行なった。



III. 結果及び考察

1. 1964年4月，....，8月の聞の気象

札幌地方における 1964年4月より 8月にいた

る聞の旬別気温，降水量，日照時数の平年差図を

図-Hこ示す。これによると気温は6月末まではや

や高く 7月8月は低めに経過した。降水量は各

月とも平年に比較して多かった。日照時数は5月

中旬に多かったことを除き，一般に平年に比し少

なかったことを示している。
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図-1 1964 年 4 月 ~8 月の聞の気象
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2. 生育状態

1)草丈
図-2は燕麦，アルフアルフアの草丈及びアルフ

アルフアの0.5m2当りの個体数を示したものであ

る。これによれば燕麦の草丈は単播，混播，播種

量のいかんを問わず，ほぼ同様の経過をたどり，

最終的な草丈の差異は極めて小である。これに反

しアルフアルファは7月10日以後において差

が大となり，最終調査日の8月19日には A区と

AON区の差は20cm以上となった。混播区にお

いては，草丈の低い弱小個体が多く存在し，また

自然草高は混播区において燕麦がアルフアルフア

を支持するような型となっていた。

アルフアルファの面積当り個体数はやや変動し

てL、るが，いずれの区においてもほぼ減少の傾向

をたどった。これは牧草群落の一般的傾向である

と問時に，後述するごとく群落内でのいわゆるム

レによりこの傾向が一層強められたと考えるべき
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図-3 生育各時期における乾物量
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図-4 アルフアノレファ，燕麦，雑草の比率の推移

80 であろう。この点に関しては牧草地の徴気象的要

因からの考察が必要と考えられる。

2) 生育時期別乾物量の推移

生育時期別に面積当りの乾物量を示すと図ー3，

図-4のごとくである。これによれば初期の5月29

日をのぞいTこいずれの時期においてもアルフアル

ファの乾物量はA区， AOW区， AON区の順に

低下する傾向を示し，アルフアルフアの生育が燕

麦によって制約されていることが明らかである。

同時に雑草量も傾向としてみるならばアルフアブ

ア十燕麦の播種量の多い区程雑草量が減少する傾

向を示し，同伴作物としての燕麦の特性を明らか

に示している。アルフアルファ単播の区において

最終調査日の8月四日に雑草の比率が著しく高

まるのは，この時期においてアルフアルファの生

育が着爽期に達し，倒伏と群落内のいわゆるムレ

により個体数が減少するためと，この圃場の優占

雑草の lつであるアカザがこの時期になって急速

に草丈を増し旺盛な生育をすることによるものと

解される。 一方燕麦との混播区においては A区

とほぼ同程度のアカザの個体数を有しながら，こ

の時期におけるアカザの生育が燕麦により抑制さ

れたかたちとなり，雑草の占める乾物の比率が低

い値をとることになる。この傾向は燕麦の播種量

の多い AON区において著しい。

アルフアルファの生育にとって 7月10日以後

はすでに刈りおくれの状態と考えられ，雑草制禦

のみを目的とした同伴作物で、あるならば，燕麦子

突の収穫期以前に刈取る方が適切であると推察さ

れた。

3) 主茎，主根の直径

つぎに同伴作物である燕麦がアノレブアルファの
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図-5 アルフアルファの茎径，根径の度数分布

生育にどのように影響しているかをみるために8

月四日の主茎の直径，根の直径の度数分布を示

したものが図-5である。主茎の直径の最大値は

A区では4.5-5.0mmに達するのに対し，生育の

抑制されたAON区においては3.0-3.5mmであ

った。根の直径はA区の最大値が6.0-6.5mmで

あるのに対L，AON区のそれは5.0-5.5mmで

あった。また最大度数は中央の階級よりも左に偏

す傾向を示し，この傾向は混播のAON区， AOW

区の方がA区におけるよりも著しく，燕麦がアノレ

フアルファの生育を抑制していることを示した。

4) 燕麦の子実収量

燕麦の子実収量は図ー6 に示す如く~麦単播の

ON区が最大で，以下 OW区， AON区， AOW 

区の順に低く， ON区を 100とした場合それぞれ



55， 53， 37であった。燕麦の子実収量はアルフア

ルファを混播することにより明かに低下した。

3. 地際におりる照度

地際における照度は予期したごとく OW区が

最大で以下A区， AOW区， ON区， AON区の

順に低く，この傾向は生育の前半において認めら

れた(図一7)。この結果は BULA(1949)等が燕麦の

播種量をかえて地上 3inchの高さで測定した結

果と傾向的に一致した。しかしながら生育のすす

んだ 7月13日以後の測定の結果は，アルフアル

ファの存在する 3区はほとんど光を透過していな

い結果を示した。 A区においても光の透過が極度

に低下すること，また燕麦単播区においては，よ

り高い値を示すことから，この時期以後の光の透
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図 6 燕麦の子実収量
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図-7 生育各時期の地際における照度

過量の低下は同伴作物である燕麦の有無，その播

種量にかかわらず，アルフアルファ自身による光

の遮蔽により地際における!照度が低下すると推測

される。したがってアルフアルファ，燕麦，雑草

の相互関係を光の面から検討するには 3者の生

長をそれぞれ部位別に解析する必要があると考

える。

IV. 摘 要

アルフアルファー燕麦作における同伴作物，草

類，雑草のそれぞれの生育における相互関係に検

討を加えた。その結果を要約すると次のごとくで

ある。

1. 燕麦との混播区においてアルフアルファの

生育は草丈，主茎・主根の直径，乾物重のいずれ

もアルフアルファ単播区に比し低い値を示した。

この傾向は，燕麦の播種量の多い区において著

しい。

2. 雑草の発生ならびにその生育量は，燕麦を

同伴作物とした場合に抑制される傾向を示した。

3. 7月上旬以後において過繁茂の影響により，

アルフアルファの個体数はいずれの区においても

減少する傾向を示した。

4. 地際の相対照度は7月13日以後アルフア
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ルファを有する区では 5%以下となり，光がほと

んど地表に到達しない状態を示した。

以上の結果からアルフアルファに雑草制禦を主

目的として燕麦を同伴作物とした場合，燕麦は子

実収穫以前に青刈として刈取るのが望ましいとい

える。

このような混播におけるそれぞれ種聞の競合関

係については，さらに詳細な量的調査が必要で

ある。
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